
「
開
府
５
０
０
年
」目
前
の
積
極
的
な
変
化

　

平
成
21
年
に
市
制
1
2
0
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

平
成
31
年
に
は
開
府
5
0
0
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
山
梨
県
の
県
都
・
甲
府
市
の
中
心
市
街
地
が
、

今
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
例
え
ば
甲
府
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
も
実
感
で

き
る
。
ホ
ー
ム
の
上
り
方
面
前
方
に
立
ち
、
北
側
を

望
む
と
す
ぐ
目
の
前
に
、
甲
府（
舞
鶴
）城
の
山
手
御

門
を
忠
実
に
復
元
し
た
歴
史
公
園
（
平
成
19
年
3
月

完
成
）
が
見
え
る
。
ま
た
歴
史
公
園
か
ら
目
を
右
前

方
に
転
じ
る
と「
甲
州
夢
小
路
」と
い
う
看
板
が
壁
に

掛
か
っ
た
長
方
形
の
建
物
が
見
え
る
。
こ
の
建
物
は

仮
設
だ
が
、
目
下
、
電
動
ア
シ
ス
ト
サ
イ
ク
ル
を
30

台
そ
ろ
え
た
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
甲
府
」（
平
成
21
年

10
月
設
置
）
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
23
年
度
中
に
は

こ
の
場
所
に
古
民
家
が
移
築
さ
れ
、
飲
食
店
や
地
場

産
品
関
係
の
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
入
店
す
る
歴
史
観
光

型
集
客
施
設
・
甲
州
夢
小
路
に
生
ま
れ
変
わ
る
予
定

だ（
完
成
は
平
成
24
年
度
）。

　

さ
ら
に
歴
史
公
園
と
は
跨
線
橋
を
挟
ん
で
左
側
の

敷
地
一
帯
で
は
、
駅
周
辺
の
大
規
模
な
土
地
区
画
整

理
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
目
の
当
た
り
に
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
変
貌
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
駅
周
辺
地
区
だ
け
で
は
な
い
。

　

甲
府
市
の
中
心
市
街
地
は
JR
甲
府
駅
を
挟
む
駅
周

辺
区
域（
北
口
側
・
南
口
側
）と
、
そ
こ
か
ら
南
部
に

向
か
っ
て
広
が
る
舞
鶴
城
（
甲
府
城
）
公
園
の
周
辺
、

さ
ら
に
は
市
役
所
や
県
庁
な
ど
の
行
政
機
関
・
金
融

機
関
・
企
業
等
が
集
積
す
る
業
務
区
域
、
古
く
か
ら

栄
え
て
き
た
中
央
商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る
商
業
地

区
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

甲
府
市
で
は
こ
の
広
範
囲
な
中
心
市
街
地
を
一
体

的
に
再
開
発
し
、
ま
ち
な
か
の
回
遊
性
や
連
続
性
を

持
た
せ
る
大
規
模
か
つ
多
角
的
な
事
業
が
、
平
成
19

年
度
あ
た
り
か
ら
着
々
と
完
成
し
始
め
て
い
る
。
さ

ら
に
平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
を
め
ど
に
、
主
要
事

業
は
一
斉
に
完
結
す
る
予
定
だ
。

　
「
都
市
と
し
て
の
甲
府
の
骨
格
に
は
、
今
か
ら
約

5
0
0
年
前
に

武
田
信
玄
の
父
・

信
虎
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た

ま
ち
づ
く
り
（
上
府
中
・
古
府
中
）

と
、
豊
臣
系
大
名
の
築
城
以
後
の
徳
川

家
親
藩
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り（
新
府
中
・
下
府
中
）

が
ベ
ー
ス
と
し
て
あ
り
ま
す
。
現
在
の
甲
府
は
そ
の

上
に
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
肉
付
け
さ
れ
て
き
た

都
市
的
集
積
が
混
在
し
て
い
る
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
宮
島
雅
展
甲
府
市
長
だ
。
宮
島
市

長
は
さ
ら
に
続
け
る
。

　
「
京
都
の
よ
う
な
古
都
に
比
べ
た
ら
ま
っ
た
く
新

し
い
都
市
で
す
が
、
関
東
甲
信
越
で
は
珍
し
い
、
重

層
構
造
の
よ
う
な
形
を
も
っ
て
成
立
し
た
都
市
で

す
。
と
は
い
え
、
現
在
の
町
並
み
そ
の
も
の
は
戦
時

中
の
空
襲
で
そ
れ
ま
で
の
蓄
積
が
い
っ
た
ん
壊
滅

し
、
復
興
の
過
程
で
出
来
上
が
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
そ
の
時
々
の
都
市
計
画
は

あ
っ
た
に
せ
よ
、
5
0
0
年
の
歴
史
の
重
層
構
造
の

上
に
、
仮
設
に
仮
設
を
重
ね
て
き
た
都
市
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
」

　

こ
れ
は
戦
災
で
壊
滅
的
状
況
に
陥
っ
た
多
く
の
中

核
都
市
に
い
え
る
こ
と
だ
が
、
1
0
0
年
先
ま
で

見
据
え
た
抜
本
的
な
都
市
計
画
を
実
施
す
る
暇
も
な

い
ま
ま
、
地
域
の
繁
栄
の
た
め
懸
命
に
、
戦
後
の
忙

し
い
時
期
を
過
ご
し
て
こ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い

う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
の
一
種
の
仮
設

部
分
が
経
年
劣
化
し
、
都
市
と
し
て
の
発
展
を
阻
害

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
都
市
が
本
来
持
っ
て
い
る
良

い
要
素
を
も
埋
没
さ
せ
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
多

い
。
甲
府
市
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
、
そ
う
し
た

傾
向
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

実
際
、
昭
和
50
年
代
ご
ろ
ま
で
県
下
最
大
の
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
た
甲
府
市
の
中
心
市
街
地
は
、
昭
和
60

年
代
か
ら
平
成
に
入
る
と
次
第
に
陰
り
を
見
せ
始
め

る
。
特
に
近
年
は
回
遊
性
や
連
続
性
な
ど
の
再
構
築

も
含
め
た
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
な
い
限
り
、
商
業

地
区
や
業
務
地
区
に
お
け
る
集
積
度
が
さ
ら
に
弱
ま

り
、
空
洞
化
へ
の
動
き
は
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

市
民
協
働
で
つ
く
る 

生
き
甲
斐
都
市
・
甲
府

　

市
長
の
言
葉
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
中
心
市
街
地

の
北
部
（
駅
北
口
側
）
に
は
、
武
田
信
玄
の
父
・
信

虎
が
甲
府
を
1
5
1
9（
永
正
16
）年
に
開
い
た
折
に

武
田
氏
の
拠
点
と
定
め
た
武
田
氏
館
（
躑つ
つ
じ
が
さ
き
や
か
た

躅
ヶ
崎
館
）

の
跡
が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
場
所
に
後
に
建
立

（
1
9
1
9
年
）
さ
れ
た
武
田
神
社
（
祭
神
は
武
田
信

玄
公
）、
1
5
5
8
年
創

建
の
善
光
寺（
甲
斐
善
光

寺
）な
ど
、
近
世
以
前
に

成
立
し
た
史
跡
を
中
心

に
武
田
氏
の
関
連
史
跡

が
数
多
く
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
南
部
側

は
、
豊
臣
系
大
名
が

1
5
9
0
年

代
に
築
城
し

た
甲
府
城
を

中
心
に
、
近

世
に
実
施
さ

れ
た
町
割
り

が
今
も
基
本

的
な
都
市
と

し
て
の
骨
格

を
形
成
し
て

い
る
。
戦
災

で
中
心
部
が
い
っ
た
ん
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
成
立
し
た
城
砦
都
市

以
来
の
歴
史
を
持
つ
欧
州
の
現
代
都
市
に
な
ぞ
ら
え

れ
ば
、
現
在
の
JR
甲
府
駅
を
挟
ん
だ
北
側
が
中
世
に

成
立
し
た
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
、
南
側
が
近
世
以
降
に

成
立
し
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て

い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
私
は
甲
府
市
の
そ
う
し
た
特
性
を
、
良
い
方
向
に

生
か
し
た
上
で
到
達
す
べ
き
将
来
的
な
都
市
像
に
つ

い
て
、
端
的
に
言
え
ば
『
歴
史
物
語
都
市
』
と
し
て
生

き
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
ま
す
」（
宮
島
市
長
）

　

歴
史
物
語
都
市
と
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
が
わ

が
ま
ち
の
歴
史
を
自
分
た
ち
に
と
っ
て
掛
け
替
え
の

な
い
、
大
切
な
も
の
と
し
て
語
り
合
い
、
な
お
か
つ

未
来
へ
向
か
う
夢
を
同
時
並
行
で
語
り
合
っ
て
い
け

る
よ
う
な
ま
ち
だ
と
い
う
。
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て

き
た
歴
史
の
上
に
現
代
が
あ
り
、
そ
こ
を
足
場
に
未

来
を
無
理
な
く
語
る
こ
と
の
で
き
る
都
市
。
市
民
が

語
り
手
・
つ
く
り
手
と
し
て
参
加
し
、「
構
築
さ
れ
て

（山梨県）

宮
みやじま

島雅
まさのぶ

展
甲府市長

回
遊
性
・
連
続
性
に
優
れ
た
ま
ち
づ
く
り

語
り
継
が
れ
る
歴
史
物
語
都
市
を
目
指
し
て
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い
く
よ
う
な
都
市
」の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
長
期
的
視
野
に
裏
付
け

ら
れ
た
抜
本
的
都
市
計
画
に
基
づ
き
、
中
心
市
街
地

全
体
を
一
体
的
に
再
開
発
す
る
必
要
が
あ
る
。
甲
府

市
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
中
心
市
街
地
の
一
体
的
な

再
開
発
事
業
、
活
性
化
事
業
が
ま
さ
に
そ
れ
で
、
平

成
20
年
に
策
定
さ
れ
た
「
甲
府
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
」
を
基
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

平
成
12
年
に
策
定
さ
れ
た「
旧
基
本
計
画
」を
ま
ち
づ

く
り
三
法
の
改
正
後
に
見
直
し
、
新
た
に
策
定
さ
れ

た
も
の
だ
。

　

甲
府
市
で
は
こ
の
新
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
検
証
を
加
え
、
正
確
な
現
状
把
握
を
図
る
と
と
も

に
市
民
ニ
ー
ズ
を
徹
底
的
に
精
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

現
状
の
中
心
市
街
地
に
は
次
の
よ
う
な
課
題
解
決
の

必
要
性
の
あ
る
こ
と
が
浮
上
し
た
。

①
郊
外
に
は
な
い
中
心
市
街
地
な
ら
で
は
の
魅
力
を

持
っ
た
商
店
街
の
再
生

②
歴
史
文
化
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の

再
生

③
都
市
機
能
の
よ
り
一
層
の
向
上
に
よ
る
定
住
の
場

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り

④
市
民
や
事
業
者
な
ど
、
す
べ
て
の
人
に
よ
る
主
体

性
あ
る
参
加

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
甲
府
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
自
分
参
加（
市

民
協
働
）で
つ
く
る　

生
き
甲
斐
都
市
こ
う
ふ
」を
決

定
し
、
さ
ら
に
、
本
市
の
目
指
す
中
心
市
街
地
実
現

の
た
め
の
基
本
方
針
が
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

①
買
い
物
の
場
と
し
て
楽
し
め
る
中
心
市
街
地
の

再
生

②
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
中
心
市
街

地
の
再
生

③
定
住
の
場
と
し
て
選
ば
れ
る
中
心
市
街
地
の
再
生

　

そ
の
よ
う
な
観
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
甲
府
市
で

一
体
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
中
心
市
街
地
の
大
規

模
な
再
生
事
業
の
現
場
を
歩
い
て
み
た
。
最
初
に
向

か
っ
た
の
は
甲
府
駅
周
辺
の
整
備
地
区
で
あ
る
。
土

地
区
画
整
理
の
面
積
は
21
・
9
ha
、
拠
点
形
成
の
施

工
面
積
は
25
・
5
ha
に
も
及
ぶ
。

　

甲
府
駅
周
辺
の
具
体
的
な
拠
点
形
成
の
整
備
事
業

と
し
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
甲
府
市
歴
史
公

園（
6
0
3
9
㎡
）が
す
で
に
完
成
し
て
い
る
。
さ
ら

に
中
央
消
防
署
（
平
成
19
年
2
月
完
成
、
1
6
3
3

㎡
）、
自
転
車
駐
車
場
（
平
成
19
年
8
月
完
成
、

7
8
4
㎡
）、
国
指
定
重
要
文
化
財
「
旧
睦
沢
学
校
校

舎
」
を
武
田
神
社
境
内
か
ら
北
口
駅
前
に
移
築
し
た

「
甲
府
市
藤
村
記
念
館
」
の
設
置
（
平
成
22
年
7
月
完

成
、
1
8
9
㎡
）
の
ほ
か
、
冒
頭
で
少
し
触
れ
た
甲

州
夢
小
路
事
業（
3
2
2
4
㎡
）も
平
成
24
年
度
中
に

完
成
す
る
。
ま
た
藤
村
記
念
館
の
前
は
市
民
や
観
光

客
の
多
目
的
交
流
空
間
「（
仮
称
）
よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
お

祭
り
広
場
」（
平
成
22
年
度
完
成
、
4
8
2
7
㎡
）
に

な
る
予
定
だ
。

　

な
お
、
拠
点
形
成
区
域
の
う
ち
の
8
・
1
ha
は

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
連
携
機
能
地
区
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
前
述
の「
甲
府
市
歴
史
公
園
」「（
仮
称
）

よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
お
祭
り
広
場
」
も
組
み
込
ま
れ
る
が
、

今
後
、
甲
府
地
方
合
同
庁
舎
（
仮
称
）（
平
成
23
年
度

完
成
予
定
）、
N
H
K
新
甲
府
放
送
会
館
（
平
成
23
年

度
完
成
予
定
）、
県
立
図
書
館
（
平
成
24
年
度
完
成
予

定
）
も
新
規
に
整
備
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
シ
ビ
ッ
ク

コ
ア
地
区
の
施
設
と
し
て
は
既
設
の
山
梨
文
化
会
館

（
情
報
文
化
発
信
基
地
）、
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府（
バ

ン
ケ
ッ
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
）も
含
ま
れ
る
。

回
遊
性
の
拠
点
と
し
て
の 

新
庁
舎
・
商
業
地
区

　

老
朽
化
し
た
市
役
所
庁
舎
の
建
て
替
え
も
中
心

市
街
地
活
性
化
の
一
つ
の
事
業
に
位
置
付
け
ら
れ

て
お
り
、
平
成
25
年
5
月
に
供
用
開
始
の
予
定
だ

が
、
現
時
点
で
は
統
廃
合
で
空
い
た
小
学
校
の
校

舎
や
校
庭
に
建
設
し
た
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
庁
舎
な

ど
に
、
市
役
所
機
能
の
分
散
移
転
を
済
ま
せ
た
段

階（
本
年
5
月
の
連
休
中
に
移
転
）で
あ
る
。

　
「
新
庁
舎
は
地
上
10
階
、
地
下
1
階
。
建
築
面
積

5
7
5
0
㎡
、
延
床
面
積
2
万
8
4
5
0
㎡
で
す
。

使
い
や
す
い
、
分
か
り
や
す
い
、
安
全
・
安
心
な

庁
舎
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
旧
庁
舎
に
は
そ

の
よ
う
な
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
庁

舎
は
中
心
市
街
地
一
帯
の
回
遊
性
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
市
民
や
観
光
客
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
利

用
し
て
も
ら
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
、
随
所
に

甲
府
ら
し
さ
を
意
識
し
た
設
計
を
心
掛
け
ま
し
た
」

（
宮
島
市
長
）

　

そ
の
「
甲
府
ら
し
さ
」
は
外
装
と
機
能
に
よ
く
現

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
自
然
光
を
よ
り
多
く
取

り
入
れ
る
た
め
に
ガ
ラ
ス
を
多
用
。
自
然
通
風
を

行
い
や
す
い
よ
う
、
基
準
階
の
開
閉
窓
や
中
庭
、

吹
き
抜
け
、
換
気
ボ
イ
ド
な
ど
も
適
宜
設
備
す
る
。

さ
ら
に
名
産
の
ブ
ド
ウ
棚
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
、
地
中
熱
を
熱
源
と
し
て
活
用
す

る
装
置
も
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
エ
コ
を
意
識
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
「
新
庁
舎
は
来
年
の
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
起
工

す
る
予
定
で
す
が
、
閉
庁
し
て
い
る
週
末
に
は
駐

車
場
ス
ペ
ー
ス
を
イ
ベ
ン
ト
広
場
的
に
活
用
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
会
議
室
な
ど
も
空
い
て
い
る
と

き
は
ど
ん
ど
ん
市
民
が
活
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
考
え
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
環
境
に
も
配

慮
し
、
周
囲
と
の
回
遊
性
・
連
続
性
を
心
掛
け
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
市
役
所
庁
舎
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
の
が
、
私

の
希
望
で
す
」（
宮
島
市
長
）

　

駅
周
辺
地
区
と
市
役
所
は
中
心
市
街
地
最
大
の 商業地区を象徴する新名所になることが期待される建設中の紅梅地区再開発ビル

甲府地方合同庁舎、ＮＨＫ新甲府放送会館などが建設される甲府駅
北口のシビックコア地区

紅梅地区の旧オリオン通り商店街は改修後、オリオンスクエアという名の
ショッピング街になる予定

武田信玄公を祭神とする武田神社には全国から老若男女が訪問

全国から参加者を募って毎年4月12日の武田信玄公の命日に開催されている「武田
24将騎馬行列」
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幹
線
道
路
で
あ
る
平
和
通
り
で
結
ば
れ
て
い
る
。
ま

た
市
役
所
を
経
由
し
て
左
に
曲
が
れ
ば
す
ぐ
、
中

央
商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る
商
業
地
区
に
達
す
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
商
業
地
区
の
空
洞
化
解
消
も
大

き
な
課
題
だ
。
特
に
か
つ
て
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を

創
出
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
空
洞
化
の
激

し
い
紅
梅
地
区
・
オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
街
は
、
長

年
親
し
ま
れ
て
き
た
ア
ー
ケ
ー
ド
を
撤
去
。
フ
ァ

サ
ー
ド
の
改
善
や
店
舗
の
改
装
な
ど
を
進
め
て
い

る
ほ
か
、
隣
接
地
に
は
商
業
地
区
全
体
の
拠
点
と

も
な
る
複
合
施
設
の
建
設
が
、
平
成
22
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る（
仮
称
・
紅
梅
地
区

再
開
発
ビ
ル
）。

　

こ
の
紅
梅
地
区
再
開
発

ビ
ル
は
地
上
20
階
、
地
下

1
階
の
高
層
ビ
ル
で
、
商

業
施
設
、
住
居
（
1
0
4

戸
）、
県
立
宝
石
美
術
専
門

学
校
、
駐
車
場
な
ど
の
機
能
を
併
せ
持
つ
予
定
だ
。

　

甲
府
駅
周
辺
地
区
か
ら
市
役
所
を
経
由
し
、
さ

ら
に
紅
梅
地
区
を
経
由
し
て
そ
の
ま
ま
駅
方
向
に

進
め
ば
、
舞
鶴
城
公
園
を
経
て
甲
府
駅
に
達
す
る

楕
円
形
の
回
遊
コ
ー
ス
と
な
る
。
取
材
の
過
程
に

お
い
て
は
駅
北
口
で
レ
ン
タ
ル
し
て
い
る
電
動
ア

シ
ス
ト
サ
イ
ク
ル
を
活
用
。
こ
の
回
遊
コ
ー
ス
を

周
回
し
て
み
た
が
、
こ
れ
だ
け
の
規
模
で
同
時
に

活
性
化
の
た
め
の
開
発
事
業
や
そ
の
準
備
が
進
ん

で
い
る
様
子
は
、
や
は
り
壮
観
だ
。
そ
れ
を
目
の

当
た
り
に
し
た
だ
け
で
早
く
も
活
気
が
内
側
か
ら

に
じ
み
出
て
き
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
。

た
だ
こ
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
、
真
の
意
味
で
の

持
続
的
な
活
性
化
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、
や

は
り
関
係
各
方
面
の
強
い
自
覚
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
宮
島
市
長
も
そ
の
点
が

最
も
重
要
だ
と
語
る
。

　
「
常
に
活
性
化
さ
れ
て
い
る
中
心
市
街
地
に
は
、

特
定
の
法
則
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
商
店
街
を
例
に
取
っ
て
み
れ
ば
分
か
り
や
す

い
で
し
ょ
う
。
い
っ
た
い
ど
う
い
う
商
店
街
が
栄

え
る
の
か
。
そ
の
条
件
は
3
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ

は
そ
こ
へ
行
か
な
け
れ
ば
買
え
な
い
商
品
を
置
い

た
商
店
が
幾
つ
か
あ
る
こ
と
。
2
つ
目
は
そ
こ
へ

行
か
な
け
れ
ば
浸
れ
な
い
、
独
特
の
良
い
雰
囲
気

が
あ
る
こ
と
。
3
つ
目
は
ど
こ
で
で
も
買
え
る
商

品
で
あ
っ
て
も
、
ど
こ
よ
り
も
破
格
に
安
く
買
え

る
商
店
が
あ
る
こ
と
。
こ
の
3
つ
が
そ
ろ
え
ば
言

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
3
つ
の
条
件
の
う
ち

1
つ
で
も
あ
れ
ば
、
商
店
街
は
か
な
り
に
ぎ
わ
う

は
ず
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
関
係
者
す
べ
て
の

強
い
自
覚
と
創
意
工
夫
な
し
に
は
実
現
し
ま
せ
ん
」

真
の
意
味
で
の
活
性
化
を 

獲
得
す
る
た
め
に

　

宮
島
市
長
は
さ
ら
に
、
重
層
的
な
構
造
を
持
つ
歴

史
物
語
都
市
を
つ
く
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
不
易
流
行
」を
挙
げ
る
。

　

不
易
流
行
は
ご
承
知
の
よ
う
に
松
尾
芭
蕉
の
代
表

的
な
俳
論
だ
。
五
七
五
と
い
う
極
端
に
短
い
詩
形
を

持
つ
俳
句
は
、
常
に
新
し
い
表
現
方
法
や
季
語
な
ど

が
追
究
さ
れ
な
け
れ
ば
類
型
化
し
や
す
い
。
常
に
革

新（
流
行
）さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
さ
だ
め

を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
俳
句
が
俳
句
と

し
て
成
り
立
っ
て
い
る
原
則
、
す
な
わ
ち
五
七
五
の

詩
形
や
季
語
な
ど
の
原
則
は
不
変
の
鉄
則（
不
易
）と

し
て
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
に
も
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
、

変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
の
代
表
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
成
立
さ
せ
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

で
す
。
行
政
に
と
っ
て
は
常
に
市
民
の
視
線
に
立
っ

て
物
事
を
考
え
る
原
理
原
則
な
ど
を
指
し
ま
す
。
そ

し
て
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
と
は
、
時
代
の

変
遷
と
共
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
取
り
残
さ
れ
、
陳
腐

化
し
て
し
ま
う
も
の
を
指
し
ま
す
」（
宮
島
市
長
）

　

実
際
、
機
能
的
で
魅
力
的
な
都
市
に
は
常
に
、
不

変
な
も
の
と
絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
も
の
と
が
渾
然

一
体
と
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
そ
の
不
変
で
あ

る
べ
き
も
の
と
、
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
の
見
極
め
を
正
確
に
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
し

な
け
れ
ば
、
都
市
と
い
う
生
き
物
に
は
必
ず
停
滞
や

ほ
こ
ろ
び
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
都
市
経
営
に
お
い
て「
不
易
」で
あ
る
べ

き
要
素
に
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
は
別
に
も

う
一
つ
重
要
な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
地
域
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め

の
絶
え
ざ
る
環
境
づ
く
り
で
あ
る
。

　

甲
府
市
が
第
五
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
目
指
す
べ

き
都
市
像
は
「
人
が
つ
ど
い　

心
が
か
よ
う　

笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち
・
甲
府
」
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
れ

ま
で
リ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

は
ま
さ
に
そ
の
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
の
一
つ
と
も
い
え
る
。
ま
た
中
心
市
街
地
活

性
化
事
業
が
目
指
す
の
は
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出

と
同
時
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
市
民
に
よ
る
地
域
愛

を
さ
ら
に
喚
起
す
る
」（
宮
島
市
長
）こ
と
に
も
あ
る
。

　

そ
し
て
平
成
21
年
10
月
、
市
制
施
行
1
2
0
周
年

記
念
式
典
で
発
表
さ
れ
た「
甲
府　

き
ょ
う
い
く
の
日

（
教
育
・
共
育
・
郷
育
）」制
定
こ
そ
は
、
子
ど
も
の
健

全
育
成
を
目
指
し
、
甲
府
市
に
お
け
る
市
民
の
地
域

愛
を
育
む
も
う
一
つ
の
仕
組
み
づ
く
り
と
い
え
る
。

　
「
き
ょ
う
い
く
の
日
」
事
業
の
本
格
的
な
実
施
は
ま

だ
こ
れ
か
ら

だ
が
、
甲
府

駅
北
口
の
シ

ビ
ッ
ク
コ
ア

地
区
に
移
転

し
た
藤
村
記

念
館
な
ど
を

活
用
し
な
が

ら
、
生
涯
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
文
化
・

歴
史
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
角
的
か
つ
健
全
な

子
ど
も
育
成
の
た
め
の
諸
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
詳
細
に
ご
紹
介
で
き
な

か
っ
た
が
、
甲
府
市
で
は
現
在
、
平
成
31
年
の
「
開

府
5
0
0
年
」
を
目
指
し
て
、
甲
府
市
の
ル
ー
ツ
と

も
い
う
べ
き
武
田
氏
館
跡（
躑
躅
ヶ
崎
館
跡
）な
ど
の

文
化
・
歴
史
資
源
整
備
事
業
も
併
せ
て
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
文
化
・
歴
史
資
源
整
備
事
業
と
共
に「
き
ょ

う
い
く
の
日
制
定
」
に
ま
つ
わ
る
地
域
愛
育
成
の
た

め
の
事
業
も
、
今
後
、
一
連
の
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
が
目
指
す
「
真
の
意
味
で
の
地
域
の
持
続
的
活

性
化
」
を
裏
で
支
え
る
、
重
要
な
事
業
と
な
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

健
や
か
に
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
次
代
の
甲
府
を

担
い
、
地
域
の
活
性
化
を
持
続
す
る
原
動
力
と
な
る
。

そ
の
積
み
重
ね
が
ま
た
将
来
の
新
し
い
歴
史
を
構
築

す
る
。
市
長
の
言
葉
に
あ
っ
た「
語
り
継
が
れ
る
歴
史

物
語
都
市
」の
実
現
の
た
め
に
も
、
そ
れ
は
重
要
な
連

環
を
形
成
す
る
に
違
い
な
い
。
最
後
に
ほ
ん
の
少
し

だ
が
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

�

（
取
材
・
文　

遠
藤
隆
）

甲府市のＢ級グルメとして人気上昇中の
「甲府鳥もつ煮」

サッカーＪ２リーグのヴァンフォーレ甲府の応援は市民を一つにする。同チームは商店街活性化イベ
ント等にも積極的に参加

歩行者道路・自転車専用道路が明確に区分された市街地（平和通り）

一日借りて400円の電動アシストサイク
ルは観光客の人気の的（甲府駅北口）

「歴史を感じさせるまち」の象徴・甲府市藤村記念館（国指定重文、甲府駅北口前）
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